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コペルニクの小傳①
Kurze　Biographie　von　Koppernick
幽塞一清　Issei　Yam伽zo孟。．
　㌍．’吉代ギリシャの文化が花やかであった時代から干五六百年もの間，．學界
を支配したトレミの天動説を根本的に打ち破って，地球が動くといふ新説を首
唱するため，コペル三クが大著“天艦回韓論”を公表したのは，嘉暦1543年で
あった．叉，コペルニクが此の世を去ったのも同じ此の1543年であった．其
の年から数へて今年（1943年）は正に400年目に論る．ドイツの國は云ふまで
もなく，世界を墨げて，今年はコペル9クの偉業を紀念すべきであらう．その
因締を八って，自分はこ製にコペルニクの小鼠を綴る．
　彰2．コペルニクは，全名をニコライ。コペルニクNicolai　KδppemigRと9，gz
ぶ（學界ではNicQlaus　Copemicusとも呼んでみるが，これは當時の流行に
徒ひ，人名をすべてラテン化したも〆）で，H◎lywoodを．　Sacro　Boscoと言
ったり，KeplerをK：epleriusと言ったり，NewtonをNewtoniusと呼んだ
り，Johannes　MttilerがRegio・mentanusと自糊したのと同じ流である）．
e3．コペルニクは1473年二月！9日（ユリウス
暦）ポーランド領ドイツのトルソに生れた．そ
の家は元々クラカウの市民であったが，卸商を
螢んでみた父が1458年にクラカウから1・．ルンに
移佳したのだった．母はバルバラ（Barbara）と
言ひ，商家として，文，市民として高い位置に
あったゴッッ．ルulデ（Wetzelrode）家から嫁
した人である．ととろが，1483年，．＝コライが
浦10歳の時に父が死去したので，彼は母と共に
叔父ル1カス・ゴッ’哩ルロ1デ（Lucas　Weltzel一
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rode）の家に引き取られて養育された．このル1カスは，のちにエルムランド
（Erme！and）の檜正となった人で（1489年から1512年まで），＝づラィは，早く
から，かうした敬慶な宗教の感化を受けたことが知られる．
　壱4．コペルニクは，満18歳になった1491年から野冊の縁故深きクラカウの大
町に入り，主として讐學を修めた，しかし，此の時代に，若干の書才を修得し
たが，既に歎理學へ心を傾け，アルパ；ト・ブルジェフスキ（Albert　Brudzew・
ski，1445～1497年，後年には，リトワニヤのアレキサンデル侯の秘書官となっ
た）教授に就いて1491～1494年間，プiルバハ，レ野州モンタヌス等の天文學
の指導を受けた．このブルジェフスキ教授は，かつて，プ1ルバハの遊星新論
（Theorica　Novae　Planetarum）の注繹書を書V・た～二とのある學者であり，
1482年にはクラカウで天艦暦を公表した．叉，占星撃書を肥した．彼はコペル
ニクを愛し，其の優秀な才能を早くから認めたので，管理の講義など殆んど蕪
かせす，むしろアストロラ1べによる観測を委托した．
　さて，學暦1496年，彼が23歳のとき，コペルニぞはイタリヤへ遊學の族に出
で，先づボロニヤの大學に於いて宗教法規の研究どしたが，其の間，プラト1
の哲學書を窄み，叉，有名な天文學教授ドメニコ・マリヤ・デ・ノヅ1ラ（Dome・
nico　Mar三a　de　Novarra，1454～1504年）の知遇を受け，その講義を暴き，叉
屡々その天艦凹凹を補助したeコペルr・クが此のボロニヤで，1497年三月9日
にアルデバラン星の掩蔽を観測したといふ記録も残ってみる．當時，イタリヤ
では占予予が非常に盛んで，殊にボロニや大學では1125年から，又，パドヅ大
學では第13世紀頃から占星師が必須科として授けられ，之を肯んじない者は，
罰金に虚せられたといふ．上記のノヅ1ラ教授の時代にも，此の風潮は止んで
みなかった．ノヅ1ラ教授は，bレミの天動勢を深く信じてみた人で，アルマ
ジェストとアルフォンゾ表との間に若干の差異があることを知ってみたけれど，
それは，アVキサンドリヤとエスパニヤとの維度の差に由るものと解干してみ
た．
　娯．コペルニクは，1499年にボロニヤを去って，15GO年にロマ市で行はれた
聖誕観賀祭に参列し，大鷺で藪理天文學に思する紀念講演をして，喝采を博し
た．これより以前1497年にコペルニクは故國フラウエンブルグの／雪囲に任命さ
れたので，1501年に一且録國したが，其年の末には再びアルプスを越えてイタ
リヤに入il　sパドヅ大州に於V、て宗法學や醤學の研究をする（1501～1503年）そ
の傍，ジロラiモtフラカストロ（Girolamo　Fracastro）について論理學を聴
講し，遊星運行に關して屡々意見を論じた．このフラカスト・は，デラ．・トi
レ（G．B．　Della　Torre）と協力して，天文學上，當時一般に信じられてみた
トvミのエビサイクル（Epicycle）読を排して，ギリシャの古代にアポロ＝ウ
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スが唱導した同心三論を再び主唱しよ
うと試み，途に全宇宙に97グ以上の天
球を想定した熱心者であり，又，ガリ
レオに：先んじて，1538年には簡軍な眼
鏡を用ひ・て，月面の観察をしたと傳へ
・られる人であった．コペルニクは，パ
ドブに滞在中，一一一一’e＃フェラ1ラ大學に
も遊んで，1503年五月31日には宗法學
博士の下位を獲た．
　馨6．1506年，・fタリヤの各地の遊學
を終へ，法學と醤學の學位を獲i，叉，
数學の琵許を獲て二二に鑑つたコペル
ニクは，當分ハイルスベルグに滞留し，
醤術を以って叔父it■vツ＝ルロ1デ師を
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助けてみたが，1512年三月29日に叔父が死去したので，自己の任地フラウエン
ブルグに移り，爾後，永く此の地を離れなかった．
　卿．コペルニクは，フラウエンブルグに於いて種々な責務に振り，忠實に庶
務を行った．彼は正式に僧とは成らなかったけれど，寺領の管理や，政治的な
事務について非常な困難を克服しつN，檜會の代表者として働らき，叉エルム
ランド教匝の委任事務をも虚理した．彼は讐術を以って，主として，貧者の施
療救濟に當つたが，その熟練な技能が世に知られて，時kは富豪からも招かれ
た．尚，プロイセンの首府グラウデシツの集議禽へ，幣制改革の意見を提出し
た．當時，世上に種々雑多な貨幣や紙鞘が流用されて，経濟上の不統一が甚だ
しかったので，プロイセン王シギスムンド第一世の命令によって，彼は“合理
貨幣論”（De　monetae　cudendae　ratione）といふ書物を1526年に書いたが
（1816年に初めて印刷された），その書申に，王室の損失tcならない計算に於い
て，良質の貨幣を全國一齊に流通せしめるべきことを熱心に論いた．かやうに
して，コペル＝クの多くの著書は，他より特に奨められたり，命令によった
り，依頼を受けたりして出來たものであるが，只一つ，初めから彼の意志で出
版されたものは，古代のテオフィラクトの書翰を1509年にクラカウから出した
ものであった．一此等の雑務の中にあって，コペルニクは天文學の研究を途行
し，途に世界を驚かす大業蹟を學げたのであった．
　當時は，永V、中世の時代を通じて，肇界は大膿に於いてトレミの天動読が支
配してみたi：とは，言ふまでもない．只，しかし，黄道：傾斜め鍵動と，春分顯
の逆行運動については，1・レミの所読が不充分であるため，アラビヤの天文家
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トビト・ベン・コ】ラ（Tobit　ben　Korra，836～901）が唱へたトレビダションの
説を皆承認せざるを得なかった．トレビダシ．ン読とは，厳差を説明するため，
トビトが考へ出したもので，イ『秋分黙が約4000年を週期として午均分黙のまは
りを廻陣することを言ふのである．
　賂．こSに，コペルニクの配本的な新説が現はれたのであるが，これにつh
ての問題は，如何にしてコペルニクは此の地動の論を唱へるに至ったかといふ
動機乃至道筋である．コペルニクがクラカウの大學で解いたブルジェフスキの講
義は，プiルバハの學説について天丈軍士といふよりも，むしろ哲全的なもの
で，純糠に古典的な天動論そのものであり，ただ，若干の三者の異読として，
“天が地球を動かしてみる”とV・ふのを紹介されたに過ぎなかった．又，ボP
ニャの大學で講義を蕪いたノV“1うの意見も全くトレミ流のもので，手甲一般
．に用ぴられてるたアルフォンゾ表とアルマジェストとに多少の差異があると知ら
れてみたことも，要するに，ノヅiうの考へでは，エスパニヤとアレキサンド
リヤとの間の経度の差によるものと説明されてみた．更に，パドブで知遇を得．
たフラカストP教授は，トレミ．以前のアポロニウスの同心球の論をさへ復興さ
せようとした入であった．とのフラカス1・ロの著書は1539年に，ゴニスから出
版された．それより僅か2年前，ゴニスでは，アミチ（G・Br　Amici）といふ
人の新著が公表されたが，之れは，諸善墾の回韓圓運動を，その代りに，4つ
つつの同心球で読明したものであった・丁度，この頃，チ」オ・カルpu　；＝1二
（Celio　C疫1cag魔毎，1479～！571年目が，地球は一つの軸のまはりを：自韓し，こ
の地軸は永い年数の間に叉一一つの．圓錐形を曳くといふ詮を1525年に穫表したこ
とがある．カルyv　＝＝1二は此の説を自ら思ぴついたものか，叉ぽ，ドイツ，ポ
ーランド，ホンガリやあたりを族卜してまはって，探求したものか，明らかで
ないが，とにかく，こうした地球自曹説によって，恒星時と，太陽時との關係
を統一しようと試みたことさへ無く，又，．彼は，かのブルジェ．フスキ以上に，
軌道響動の根本形式に，自信があったとしても，要するに，其れは極めて皮相
な程度に止まってみた．それから叉，第十六世紀のイタリヤにはマウnリiコ
（Fr．　Maurolico，1494～1575年）といふ有名な天文學辛がみたが，彼は1543年
に一書を公刊して，“地球が自薄するなどといふのは馬鹿々kしV・論である”
と言った．こんなわけであるから，コペル＝クはイタリヤの何所に於いても，
地動論を考へつくに至るに足る刺激を受けたとは思はれなV・eドイツに，ヨ1
ハン・アンデルス｛∫◎h歌口An塵lus，15．12年死）といふ昌者があって，天艦洋
行學が，諸遊星の位置を正しく叙蓮してみないことを曝露したといふ理由によ
り，クラカウの學會から詰責されたことがある．一一一一コペルニクが自ら其の著書
に於いて，法王・・ウ・嘩世への献輔の中髄べてる翻によれば，地湘働
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の老案は，古代ギリシャのフaロラウス，ヒケタス，エクファン5ス，ヘラクラ
■ヂス等から教へられたものであり，叉，アリスタルコスも同様な論の先騙者
であると述べてみる．コペルニクは，叉，第5世紀の占星學者マルチヤ1ヌス・
カペラ（Martianus　CapeUa）の著書中にも地動論の意見を見た、そして，“太
陽こそ，全宇密の音樂指揮者であり，支配者であり，王である”と労いてるる
が，かうした考へは，1506年に彼がイタリヤから故國へ蜂郷して，ハイルスベ
ルグに落ち付いて以來，30ケ年にわたって，研弔したものであった．尤も．イ
タリや遊里中にも，各地に於ける聖徒の論議の中に，トレミの論に封ずる疑間
の黙が多少は認められ，殊に，所謂ピタゴラス派の所論として，地球も動くも
のであるといふ論が可なり自由に討議せられてわた事清を見聞したごとは岡三
である．コペルニクは，フラウエンブルグに居を構へてからは，七時の多くの
天文家たちと同様，レンズを磨いたり，振子蒔計を作ったりして，自ら種々の
観測器機を製作しつx，實地の槻測にも多くの蒔間を費した．彼が，夏至や冬
至の時機を利用して，太陽の高度を測定し，フラウエンブルグの緯度を算定し
たこと，叉，月蝕を利用して，フラウエンブルグとクラカウとの間の経度の差
を測定したことなどは，今も傳へられてるる　このクラSj　S　1との経度差はG分
（時）と算出したのだが，今日の精密な値と比べて1分（時）だけ誤ってみる（ク
ラカウの方が東）けれど，之は，器械の精度と，月蝕そのものの観測の困難と
を考慮して見ると，決して不慮績な結果ではない．
　㌍　コペルニクは．實測によって月の雫均覗牟種を948”と定・めた．昔のト
vミは，之を10⑪G”としてみたのだし，アル・バタr一は其れを實測上から改めて
972”と定めたのだったが，コペルニクの此の値は一段の進歩である．コペルニ
ク以後，テaOが925”，ヶプラが941t，，ホイヘンスが942．5”といふ値を定めた
事を思ぴ，叉，現今の最も正確な値が932．6”であるのと比べると，望遠鏡の無
かった時代のコペルニクの観測技術が可なり優秀なものであった事が知れる．
コペル’クは測定に振子を利用したこと，叉，星の経度や測地の原鮎として，
クラカウの経度を基準としたととなども有名な話題として，遺されてみる．
　コペルニクは．観測のほかに，純激學的な研究も，フラウエンブルグで行っ
た，彼が最も努力したのは，天文襯測の計算や整頓に必要な三角法であって，
公式を研究したり，画世世を作ったりした．叉，1539年，レティクスがヰテン
ベルビからフラウエンブルグに訪ねて來た時に，ウプサラ：大崎のクルチ。が作
製したレギオモンタヌスの三角画歎表を携へて來たこ．とは磯かである．コペル
ニクは町彫表の第二差まで考慮して，精密な計算をしたといふ言ひ傳へさへあ
る（これは多少疑はしいと思はれるが）．フラウエンブルグに於いて研究会のコ
ペルニクの名は漸衣廣まった．そして，1516年にはPマ法王聴に於いて計書中
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の改暦事業の委員の一人に學げられた．しかし，コペルニクは何の理由による
か，この委員倉には出なかった．
　曇IO．コペルニクの新宇宙論は，決して机上の論ではない．箪にトレミの天動
設の代りに，地動論を設定したといふ外に，彼は自ら熱心な観測によって，諸
遊星の運動の軌道要素を決定したのである．當時，一般にも，アルマジ．スト
の所論が不正確なものであり，殊に黄道の傾斜と春分黙の攣動速度が實際の槻
測と矛盾するものであることは知られてみた．尤も，ポロ＝やのノブ1ラなど
は，トレミの観測に維封の信頼を置いてみたけれど，コペルニクは，1624年頃
古代ギリシャ時代の恒星の経緯凄観測については，Y4。，ろ6。，瑠と言ったやう
な誤差があると主張して，ヨハン・ゴルネル（Johann　Werner）と論孚をした．
其の他，後年に於ける自己の観測とトレミの所論との精細な比較研究から，盆
k彼は自信を大きくし，途には，　トレミの丸面よ珍も，アラビヤのアル・パタ
ニ（Al　Battani，878～918年）の観測を信用し，それと自己の槻測とを利用して，
新しく軌道要素の計算をするに至ったといふ．彼の高弟，レティクス　（Georg
Jochim　Rhetikus）の言ふ所によれば，ギリシャ時代の槻測は非常に不眞面目
で，只，理論は合はせるやうにしたもめが多い．しかし，かうした作点者中で
も，トレミが最：もぴどいのであって，ヒパルコスや，ティモカリス，メネラウ
ス等の観測は立派なものであると考へられたが，残念にも，此等の優秀な襯測
結果が，トレミの手によって作爲的に取り扱はれたのであった．
　暑ll・コペルニクが，研究や著述の材料として用ひた自己の槻測は，主として
15io年から1530年頃のものであって，其れ以後のものは用ひられてるない．こ
れ等の出血は，25回ばかり“天寵回韓論”の中に出てみるが，其の内容は，主
として，月面の始め絡りの正出i　　A　　　　　　　　　　　　E
　　　　　　　　　　　　　　　　　　k’　一7　rm　…T　’””一T1T　…ixな時刻や，遊星と恒星との角距難壁藷繋灘一1　　　ノ＼
難1議論／，，f、！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ韓し得るやうに作られ，インキ ｝　　／ノ
で目盛りが細かく作られてある　　lif7一
ものと言備へられてるる．　↓
　　　　　　　　　　　　　　　　W　　　　　　　　　（つづく）
F
